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ご　挨　拶

	 公益社団法人　福井法人会　会長　伊 東 　 忠 昭

　本年 5月の定時総会におきまして公益社団法人福井法人会会長職を拝命いたしま
した伊東でございます。
　公益社団法人福井法人会会員の皆様方には、日頃より当法人会の活動に多大なる
ご協力を賜っておりますこと厚く御礼申し上げます。
　先般の九州北部豪雨や秋田・新潟の集中豪雨など、全国的に毎年のように発生す
る自然災害により多くの方々が被害に遭われており、亡くなられた方々のご冥福を
お祈りいたしますと共に、避難生活を余儀なくされている方々には心よりお見舞い
申し上げます。
　さて、既にご案内の通り、本年10月 5 日には当地福井におきまして法人会全国大
会が開催され、全国から1,800名余の会員の皆様方が福井にお越しになります。
　来年の福井国体、 3年後の東京オリンピック、そして 6年後の北陸新幹線敦賀延
伸、中部縦貫自動車道の県内全線開通といった、長期間にわたって連続するビッグ
イベントを福井にとってまたとないチャンスに繋げていくためには、この全国大会
において福井の誇る歴史、伝統、文化、景勝、そして何より食の素晴らしさを堪能
していただき、福井の魅力を満喫していただけるようなおもてなしが重要になると
考えており、会員の皆様の絶大なるご協力とご支援を賜りますよう宜しくお願い申
し上げます。
　本県は会員加入率において全国トップを維持しており、これは本県の会員の皆様
方の団結力の賜物であり、この団結力を結集して是非とも全国大会を成功に導きま
しょう。
　福井法人会は本年度も基本方針である「会員の研鑽」「税のオピニオンリーダー」
「地域社会への貢献」「公共性の高い法人会」「e−taxの促進」を 5本柱として掲げ、
幅広い事業活動を展開して参ります。当会が開催する講演会、講習会、勉強会への
積極的なご参加、そして人間ドックの一部補助、PETがん検診の特別割引などを
通して、健全な企業経営を目指していただきたいと存じます。また、当会が扱いま
す大型保障制度の推進なども積極的に展開して参りたいと考えております。
　今後とも税務御当局、税理士会、関係友誼団体との連携をより強固に取り組んで
参ります。
　結びに、会員企業の益々のご発展と、会員の皆様のご健勝、ご多幸をご祈念申し
上げましてご挨拶とさせていただきます。
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ご　挨　拶

	 福井税務署長　伊 東 　 秀 一

　公益社団法人福井法人会会員の皆様方には、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。
　この度、福井税務署長を拝命いたしました伊東でございます。
　福井税務署は、10年ぶり 2回目の勤務であり、再びこの福井の地で勤務できますことを大変
嬉しく思っております。
　福井法人会の会員の皆様方には、日頃から会活動を通じ、税務行政の円滑な運営につきまし
て、深い御理解と多大な御協力を賜り、本誌をお借りしまして厚くお礼申し上げます。
　本事務年度におきましても、これまでの信頼関係を礎として、会員の皆様方との意思疎通を
図りながら職務を遂行していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
　さて、福井法人会におかれましては、これまで組織の拡充に努め、会員の積極的な自己啓発
を御支援され、納税意識の向上と企業経営及び社会の健全な発展に多大な貢献をなされてこら
れました。平成27年 3 月には新たな「理念」を制定され、「税のオピニオンリーダー」として、
より公益性の高い事業活動に取り組んでおられます。
　青年部会や女性部会におかれましても、「親子ふれあいステージ」と併せて行われている「親
子税金クイズ」や、「税に関する絵はがきコンクール」を実施されるなど、租税教育事業にも
積極的に力を注いでいただき、大変心強く感じております。
　また、いよいよ本年10月には、公益財団法人全国法人会総連合の全国大会が福井で開催され、
福井法人会の会員の皆様をはじめとする福井県下の会員の皆様方が中心となり、この準備に御
努力されているとお聞きしています。この全国大会の開催が皆様にとりまして、更なる御発展
の契機となりますことを祈念しますとともに、全国大会の成功へとつなげていただきますよう
期待いたしております。
　ところで、近年の税務行政を取り巻く環境は、ICT・AIの発展や経済取引のグローバル化、
マイナンバー制度の導入等大きく変化しております。また、消費税の軽減税率制度の実施・イ
ンボイス制度の導入等も控えており、納税者サービスの向上と適正・公平な課税の実現に向け、
国民の理解と信頼に応えるべく質の高い税務行政を行っていくよう努めているところです。
　しかしながら、このような様々な課題に取り組んでいくにも、私どもの力だけでは到底なし
得るものではなく、税務行政の良き理解者である会員の皆様方のお力添えが必要不可欠であり
ます。今後とも、より一層の連携・協調を図ってまいりたいと考えておりますので、引き続き、
御理解と御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　終わりに当たりまして、公益社団法人福井法人会の更なる御発展と、会員の皆様方の益々の
御健勝、御繁栄を心から祈念いたしまして、挨拶とさせていただきます。
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“福井税務署長に聞く”
	 福井税務署長　伊東　秀一

1.　　自己紹介をお願いします。
　生まれも育ちも坂井市丸岡町で、子供の頃は丸岡城の坂でスキーをして遊んでいました。
　福井税務署には、平成18年 7 月から 1年間総務課長として勤務して以来10年ぶりの復帰となりますが、
地元の県庁所在地署の署長として勤務できることを大変うれしく思っています。 1年間どうぞよろしくお
願いします。

2.　　税務署に入ったきっかけを教えてください。
　大学 4年生の時、同級生から国税専門官採用試験の話を聞き受験しました。地元の金沢国税局採用を希
望していましたが願い叶わず、東京・名古屋・大阪なら採用するとの人事担当者の一言で、都会へのあこ
がれもあり昭和55年東京国税局採用となりました。
　平成13年に金沢国税局にUターン？しましたが、もし最初から金沢局採用だったらどんな人生だったか
な、と思うこともあります。

3.　　新人の頃のエピソードがあれば教えてください。
　採用時に独身寮に入寮しましたが、その独身寮の所在地が高級住宅地で有名な世田谷区成城学園の近く
にありました。法人税調査の際に会社の社長さんからどちらにお住まいですかとよく聞かれたものですが、
成城学園ですと答えると皆さんビックリしていました。（その後で独身寮住まいですと補足説明をしたの
は勿論です。）

4.　　仕事で印象に残っていることは何ですか。
　主に資本金 1億円以上の大法人を所掌する国税局調査部での勤務が長かったため、法人税調査で北は北
海道から南は沖縄まで、更には海外（ロンドン、香港など）を含めて各地を飛び回っていたことが印象に
残っています。

5.　　仕事をする上で常に念頭においていることは何ですか。
　税務行政は公平性が求められるため、納税者の皆さんの信頼を得られるよう適正・公平な課税・徴収に
努めることを第一に考えています。

6.　　日常生活で心がけていることがあれば教えてください。
　40代までは朝早く家を出て、夜は仕事に限らず遅く帰宅する生活だったため、最近はできるだけ家族サ
ービスに努めています。
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7.　　税務当局として今後の法人会に何を期待しますか。
　法人会及び会員の皆様には、日頃から研修の開催や「税に関する絵はがきコンクール」などの租税教育
活動を通じて納税意識の向上や地域社会の発展に多大な貢献をされておられるところであり、敬意を表す
る次第であります。
　私ども税務当局の使命は、納税者の自発的税務コンプライアンスの向上にあります。そのためには、小・
中学校などの児童、生徒に対する租税教育などにより税金の大切さを理解してもらうこと、税金に関する
広報を充実させることが求められます。
　福井法人会におかれましては、引き続き税知識の普及や租税教育等についてご協力、ご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

伊
い

東
と う

　秀
ひ で

一
か ず

生年月日	 昭和32年 9 月27日（59歳）
出 身 地	 福井県
略 歴	 昭和55年 4 月	 東京国税局　採用
	 平成16年 7 月	 金沢国税局　調査査察部　調査管理課　課長補佐
	 平成17年 4 月	 魚津税務署　総務課長
	 平成18年 7 月	 福井税務署　総務課長
	 平成19年 7 月	 税務大学校　総合教育部　教授
	 平成21年 7 月	 金沢国税局　調査査察部　特別国税調査官
	 平成23年 7 月	 金沢国税局　総務部　厚生課長
	 平成24年 7 月	 金沢国税局　総務部　企画課長
	 平成26年 7 月	 三国税務署長
	 平成27年 7 月	 金沢国税局　調査査察部　調査管理課長
	 平成29年 7 月	 福井税務署長（現職）

職　　名 氏　　名 前　　任

署 長 伊
い

東
とう

　 秀
ひで

一
かず 金沢国税局　調査査察部

調査管理課　課長

副 署 長 柳
やなぎ

沢
さわ

　 守
もり

人
と

留任

法人課税第一部門統括国税調査官 林
はやし

　 高
たか

巳
み 武生税務署法人課税第一部門

統括国税調査官

法人課税部門連絡調整官 藤
ふじ

島
しま

　 喜
よし

則
のり 福井税務署総務課

課長補佐

福井税務署人事異動（7月10日付）（法人会関係分）	 （敬称略）

【福井税務署長　略歴】
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総務委員長

齊川　忠男
北陸齊川運輸㈱

組織委員長

小寺　輝夫
東洋地工㈱

税制委員長

岡本　伸三
岡本木材㈱

広報委員長

安部　悟
㈱安部書店

厚生委員長

寺﨑　敏治
福英梱包㈱

研修委員長

中辻　恒雄
㈲ジュエリー中辻

相談役

清川　忠
清川メッキ工業㈱

副会長

八木誠一郎
フクビ化学工業㈱

会長

伊東　忠昭
㈱福井銀行

副会長

吉岡　正盛
吉岡幸㈱

副会長

熊澤喜八郎
熊澤商事㈱

支 部 等 氏 　 　 名 法 人 名 支 部 等 氏 　 　 名 法 人 名

旭 支 部 長 村中　美紀夫 村中建設㈱ 中 藤 支 部 長 吉 川 　 義 則 ㈱アイシー物流

日之出支部長 岡 本 　 伸 三 岡本木材㈱ 麻生津支部長 岩 佐 　 　 実 みのる産業㈱

啓蒙円山支部長 道 端 　 茂 昭 ㈱道端組 森田河合川西支部長 酒 井 　 哲 夫 サカセ化学工業㈱

和 田 支 部 長 松 井 　 　 誠 ㈱ホンダクリオ福井 社 支 部 長 稲 垣 　 立 夫 ㈱セイコウ

松 本 支 部 長 遠 田 　 公 一 大旭写真製版㈱ 東 部 支 部 長 山 崎 　 栄 一 ㈲山一建設

宝 永 支 部 長 山 崎 　 正 弘 山崎金属㈱ 西安居支部長 西出　彦右エ門 ㈱ニシデ・コンストラクション

春 山 支 部 長 多 田 　 和 博 ㈱米五 松 岡 支 部 長 水 野 　 直 人 黒龍酒造㈱

明 新 支 部 長 山 本 　 一 雄 AOIホールディングス㈱ 永平寺支部長 西 村 　 　 治 ㈱西村組

中 央 支 部 長 山下　徳太郎 ㈲山下製餡所 清水越廼支部長 河 上 　 淳 一 三崎屋電工㈱

順 化 支 部 長 伊 尾 　 慶 市 ㈱サンセツエンジニア 美 山 支 部 長 髙 﨑 　 俊 二 高崎建設㈱

大 手 支 部 長 安 部 　 　 悟 ㈱安部書店 青年部会会長 西 田 　 康 蔵 西田建設㈱

西 部 支 部 長 脇 本 　 行 雄 ㈱コペラわきもと 女性部会会長 吉 本 　 陽 子 ㈲吉本重建

足 羽 支 部 長 中 山 　 晴 夫 ㈱ピリケン 監 事 西 端 　 　 巖 税理士法人新和会計

木 田 支 部 長 池 田 　 正 之 ㈱池田大正堂 〃 森 陰 　 輝 夫 森陰輝夫税理士事務所

花 堂 支 部 長 小 林 　 庄 市 福井リティルシステム㈱ 専 務 理 事 酒 師 　 洋 一 （公社）福井法人会

正副会長並びに委員長紹介

支 部 長 等 紹 介
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　総務委員会
　 社会貢献事業
	 1　親と子のふれあいステージ
		  1月20日（土）　フェニックスプラザ

	 2　女性部会の事業
		  福井マラソンの給水ボランティア
		  （10月1日（日）コース周辺）

	 3　支部の事業
		  各支部において地域の他団体との協賛事業

	 4　県連の事業
		  ⑴　ひよこ手帳キャンペーン
		  ⑵　キッズ防犯ブザープレゼント
		  ⑶　法人会カップ2017U–12福井県少年サッカー大会
		  ⑷　中学女子駅伝・わんぱく駅伝

租税教育事業
	 1　青年部会の事業
		  租税教室　管内小学校　３校計７回
		  親子税金クイズ（1月20日（土）　フェニックスプラザ）

	 2　女性部会の事業
		  税に関する絵はがきコンクール（11月～1月に募集）
		  紙芝居　８月計２回

	 3　支部の事業
		  紙芝居と税金クイズ
		  （各支部のイベント会場）

	 4　県連の事業
		  税金クイズ
		  （少年サッカー、中学女子・わんぱく駅伝の参加者）

　組織委員会
	 組織基盤強化・維持

支部役員による法人会員の加入勧奨を積極的に行い、合せ
て退会の未然防止に努める

　税制委員会
	 1　税制改正要望意見等の集約　4月～5月

平成30年度税制改正に向けてのアンケート集約と改正要
望意見のとりまとめ

	 2　関係機関への要望等　10月～11月
全法連でまとめた要望・
提言を県選出の国会議
員、地方自治体の首長・
議会議長に要望書を手交

　広報委員会
	 1　会報「WORTH」の発行
		  8月下旬と1月下旬

	 2　ファックス通信「福井法人会ニュース」の発信
		  毎月１回

	 3　ラジオＣＭ放送
		  10月～11月　ＦＭ福井

　研修委員会
	 1　実務者セミナー
		  7月～2月　毎月１回　計8回　福井県自治会館

	 2　決算期別説明会
		  ６月、10月、２月　計３回　福井県自治会館

	 3　聴いて得するセミナー
		  1月25日（木）
　　　　　アオッサ６階

	 4　著名人による講演会
　　　　（税を考える週間）
		  11月15日（水）　福井県県民ホール（アオッサ８階）

	 5　オンデマンドサービス
		  インターネットからのセミナー受講

	 6　小冊子の配付
		  税務、経営その他の参考図書

　厚生委員会
	 1　人間ドック受診料の助成
		  本年は定員に達しました

	 2　PET健診の料金割引制度
		  福井県済生会病院と福井大学医学部附属病院
		  一般料金の5％割引

	 3　福利厚生制度保険加入者の観劇
		  ７月７日（金）　吉本新喜劇

	 4　会員親睦ボウリング大会
		  ９月１日（金）　ウェーブ40

	 5　福利厚生制度推進
		  大型保障制度、ビジネスガード、がん・医療保険

	 6　貸倒保障制度（取引信用）保険
		  三井住友海上火災保険

平成29年度の事業計画の主なもの
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平成30年度 税制改正要望事項

１　はじめに
　市場経済の国際化・情報化や企業活動の多様化が進展するなか、企業の潜在能力を最大限に引き出し経済社会に活力を与
えるためには、税制が経済活動等に歪みや障害とならないようにしなければならない。
　なかでも税制改正については、財政状況についての周知を前提とし、その目的や内容について国民の理解が得られること
が重要である。
　したがって、未だに経済社会の構造変化に対応しきれず不公平感が拭いきれない税制上の措置を見直し、過度な負担を最
小限に留められるよう継続的な見直しを行う必要がある。

２　歳入・歳出、税制・財政
（１）社会保障制度のあり方

イ　医療、介護、年金、雇用、子育て等のあり方を見直し、社会情勢の変化に対応した制度の実現と、みんなで支え合う
取り組みが必要である。

ロ　社会保障の充実・安定化及び効率化、財政健全化の安定財源確保のためには、歳出面での厳格化が喫緊の課題である。

（２）行財政改革の徹底
イ　国・地方における議員定数の削減、歳費の抑制。
ロ　国・地方公務員定数を削減し、能力を重視した賃金体系による人件費の抑制。
ハ　公益法人、独立行政法人に対する補助金は、真に必要なものだけに限定すること。
ニ　国と地方の二重行政を極力排除し、経費の効率使用に努めること。
ホ　民間でできるものは極力民間にまかせ、積極的な民間活力導入を行って、国・地方自治体のスリム化を図ること。
へ　課税標準を同じくする法人税、所得税、事業税、都道府県民税、市区町村税の申告・納税を一本化し、徴税コストの

削減と納税者の利便性の向上を図ること。
ト　国際間での情報共有を密にし、租税回避行為（タックスヘイブン）の適確な見極めを実施し課税の実現を図ること。

３　経済
（１）中小企業対策

イ　起業の促進、雇用の拡大、後継者の確保等活性化のための税の優遇は必要であるので抜本的な施策を講ずること。
ロ　必要な公共事業（インフラの整備等）は凍結せず行うこと。
ハ　就業人口の減少やすぐれた技能・技術承継のため、熟練者の雇用の確保を図る施策を講ずること。

４　国と地方
（１）地域間格差

イ　都会と地方の所得格差は著しいものがあり、地場産業を振興させる税の優遇措置を図ること。
ロ　「ふるさと納税」制度のさらなる制度拡充を図ること。　

５　国税・地方税
（１）法人税

イ　国際競争力強化のため、また企業の海外転出防止のために法人税の実効税率（特に地方法人二税（法人住民税・法人
事業税））のさらなる引き下げを求める。

ロ　法人税実効税率の引き下げに見合う財源確保については、税制の公平性と透明性の観点から、租税特別措置法を見直
すべきである。しかしながら課税ベース拡大にあたる当該見直しは慎重にすること。

ハ　中小企業の軽減税率適用所得金額を引き上げること。
ニ　退職給与引当金は将来確実に発生する債務を引き当てるものであることから、その繰入れについて損金算入を認める

こと。
ホ　同族会社の留保金課税制度（中小企業の課税は撤廃された）そのものは未だ存続しているが、個人所得税とのバラン

スからその意義は既に失われており、廃止すること。
へ　電話加入権を減価償却資産に変更し、損金算入を認めること。
ト　少額減価償却資産の取得価額の損金算入制度の見直しを図ること。
チ　中小法人課税における法人基準の見直しを図ること。

公益社団法人　福井県法人会連合会
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（２）個人所得税
イ　生命保険料控除のうち個人年金保険料と介護年金保険料は全額控除対象とすること。　
ロ　少子化対策として、子供が多くなれば世帯の税負担が軽減されるような税額控除制度等を創設すること。
ハ　所得控除全般が複雑なため整理・合理化を図り簡潔にすること。
ニ　奨学金控除制度の創設。

（３）資産課税
イ　若い世代への資産移動を促すために贈与税の基礎控除を引き上げること。
ロ　非上場株式（取引相場のない株式）の評価については、実情に即した評価方法・評価額とすること。また、当該株式

に係る納税猶予制度については、更なる円滑な事業承継を行うためにその制限を緩和すべきである。
ハ　事業承継において、事業用資産、株式等は他の一般資産と切り離し、事業用資産、株式等への課税を軽減すること。

（４）消費税
イ　軽減税率の導入に当たっては、事業者の事務負担、税制の簡素化、税務執行コスト及び税収確保等の観点から、導入

時期を的確に見極めること。将来的に、税率が上昇（20％以上等）した時が望ましい。
ロ　他の税目で課税されているものには消費税を二重に課税しないこと（タックスオンタックス）。
ハ　法人税の期限延長を申請した法人は、消費税も延長できる特例を設けること。
ニ　簡易課税適用事業者が高額な設備投資等をした場合は、期首にさかのぼって原則計算への変更を認めること。
ホ　消費税の滞納防止の観点から、延納制度を創設すること。

（５）印紙税
イ　現在の経済取引は、事務処理の機械化、取引形態の変化により作成される文書の形式・内容が変化し電子決済等でペ

ーパーレス化している。文書課税としての印紙税には不合理・不公平な現象が生じているので廃止すべきである。

（６）地方税
イ　エコカー減税（自動車取得税等）については、種々の要件を廃して完全実施とすること。
ロ　固定資産評価額（課税標準額）については、取引されている市場価格等の実勢価額で評価すること。また、特に建物

については、経年により減価するので実態に即した評価額とすること。
ハ　空家等対策の推進に関する特別措置法により、固定資産税の増加、さらには住宅解体費用の捻出等といった問題が懸

念される。他に効果的措置がないか検討すべきである。
ニ　地方の人口減少は深刻な問題となっており、また、半ば放置された空き家や田畑・山林も大変多い。このような非居

住者の所有資産の維持管理体制を確立し、その受任者または管理業者等に対する補助金制度を設けることで問題解決
が図られる。

６　原発対策
イ　原子力発電所立地地域では原発関連産業に依存している割合が高いので、再稼働できないときは税制面において何ら

かの支援措置を講ずること。
　　（イ）地域企業の設備投資資産に係る固定資産税の軽減措置
　　（ロ）原発関連技術力の流出防止（人材確保等）のため助成金制度の設置
　　（ハ）事業運転資金に係る借入金の負債利子の撤廃
ロ　地域社会からの要請で再稼働する場合は、安全面おいて誰もが納得できる対策等を講じ周知徹底を図ること。

７　その他
（１）租税教育

イ　小中高校生に対する正しい税についての教育は重要であり、租税教育を行うことについて民間団体を大いに活用すべ
きである。

ロ　学校教育において、税に関する作文・ポスター作り・討論会等を取り入れて、租税の必要性を育むため義務化とすべ
きである。

ハ　地方の教育環境の充実を図るための優遇税制を設けること。

（２）地方拠点強化税制
イ　適用期限の限定を廃止することで、さらなる地方創生の一助となる。　



実務者セミナー

聴いて得するセミナー

「平成29年度実務者セミナーを開催」

　社会貢献事業の一環として、会員企業の日頃の実務に役立つテー
マを題して８回にわたりセミナーを開催します。
　今年度の日程・内容・講師は次のとおりです。

① 29年 7 月21日㊎　「実務者が知っておきたい助成金最新情報」	 特定社会保険労務士　勝見秀樹 氏

②	 8 月22日㊋　「平成29年度税制改正について」	 税理士　髙間勝徳 氏

③	 9 月21日㊍　「印紙税の取り扱いについて」	 税理士　髙間勝徳 氏

④	 10月18日㊌　「労基法改正の行方と中小企業の働き方改革」	 特定社会保険労務士　勝見秀樹 氏

⑤	 11月21日㊋　「消費税の実務上の注意点」	 税理士　髙間勝徳 氏

⑥	 12月19日㊋　「少子高齢化時代の求人・採用・雇用管理」	 特定社会保険労務士　勝見秀樹 氏

⑦ 30年 1 月18日㊍　「下請取引のルール（下請法からの視点）」	 弁護士　安藤　健 氏

⑧	 2 月22日㊍　「民法改正が与える今後の影響」	 弁護士　安藤　健 氏

　いずれも開催場所は福井県自治会館、時間は13時30分～15時30分となっております。受講をお持
ちしています。

「聴いて得するセミナーを開催」

　　日　時　　平成30年１月25日（木）　14時～15時30分

　　会　場　　アオッサ６階

　　内　容　　「食でアンチエイジング

　　　　　　　　　　～体内年齢を10歳若返らせる食べ方のコツ～」

　　　　　　　　　　　　　　　管理栄養士・食事カウンセラー　中沢るみ 氏

第６回定時総会
　公益社団法人福井法人会は5月12日、福井商工会議所ビルのコンベ
ンションホールにて、福井税務署の橋本勝洋署長をはじめ、多数の来
賓及び会員を迎え定時総会を開催した。
　議事は、平成28年度収支決算報告、平成28年度事業報告の議案を審
議し満場一致で承認され、平成29年度事業計画及び収支予算が報告さ
れた。
　また、今年は役員改選の時期であり理事の選任を決議した。
　さらに総会終了後において、臨
時理事会を開催し代表理事及び業
務執行理事を選定した。
　その後引き続き、外交ジャーナ
リスト・作家の手嶋龍一氏による

「東アジアのなかの日本を考える」
と題して記念講演を行った。

9 vol.72
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支部の事業活動
地域密着の社会貢献

春の講演会

西安居支部
安居公民館／29年2月26日（日）

福井城址「お堀の灯り」

大手支部
29月7月22日（土）

れんげ和ん田ぁ～らんど祭

和田支部
済生会病院北側フラワーフィールド／

29年5月7日（日）

和太鼓集団 北の庄「道 2017」

中央支部
福井まちなか文化施設「響のホール」／

29年3月26日（日）
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　女性部会の主管で「税に関する絵はがきコンクール」を実施した。これは、当会の事業の一つである租

税教育活動の一環で、小学生に税に対する関心をより深めてもらう目的で、小学 6 年生を対象に行った

ものである。今回は福井市と永平寺の小学校30校から1,331点の応募があった。

　その作品から、国・市町の税務関係者、絵画専門家及び当会の役員らが厳正に審査を行い、最優秀賞 1 点、

優秀賞11点、佳作33点、入選50点を選んだほか、学校賞として応募作品が多かった25校を選んだ。

　また、最優秀賞と優秀賞に選ばれた児童への表彰式は 2 月18日（土）にユアーズホテルフクイにて行い、

入賞作品は 2 月20日から福井春山合同庁舎、福井市役所市民ホール、永平寺町立図書館、福井銀行・福

邦銀行の支店等で巡回展示した。

税に関する絵はがきコンクール

福
井
市
長
賞

中藤小学校６年　佐々木香乃 さん

福
井
Ｆ
Ｍ
放
送
社
長
賞

日之出小学校６年　桶田未知瑠 さん

酒生小学校６年　岡林　紗矢 さん

永
平
寺
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

志比小学校６年　小川諒太郎さん

福
井
法
人
会
長
賞

羽生小学校６年　寺本亜矢子  さん

福
井
税
務
署
長
賞

松本小学校６年　宮川　奈留 さん

最優秀賞
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←↑表彰式

↓審査風景

永
平
寺
町
長
賞

志比南小学校６年　山田樹依瑠 さん

福
井
テ
レ
ビ
社
長
賞

明新小学校６年　永瀬　　葵 さん

福
井
新
聞
社
長
賞

社北小学校６年　平野　鵜唯 さん

福
井
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

森田小学校６年　朝日　悠梨 さん
福
井
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

和田小学校６年　鷲尾　　彩 さん

福
井
放
送
社
長
賞

酒生小学校６年　岡田　歩香 さん
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　平成28年12月 8 日（木）に中藤小学校にて、全135人の生徒を 2回に分けて、
「わたしたちのくらしと税」というタイトルで税金教室を開催をいたしまし
た。
　内容としては、日本国民の三大義務やいろいろな税金についての説明、
税金についてのＤＶＤ鑑賞、税金の使われ方や 1億円の重さの説明、税金
クイズなどが行われ、各内容について、担当の青年部会会員がわかりやす
く丁寧に説明を行いました。各回の最後には、参加した青年部会会員とと
もに記念撮影を行い、とても盛り上がった税金教室となりました。
　また、平成29年 1 月13日（金）社西小学校、 2月 9日（木）には木田小学校にて、それぞれ税金教室が開催され、多
くの小学生のみなさんに税金の大切さを伝えることができました。
　参加された青年部会の皆様お疲れさまでした。	 （春田）

　本年度、福井法人会青年部会の第十七代会長を務めさせて頂きます、西田康蔵と申し
ます。微力ではございますが、今まで得た経験を活かしながら良い意味での緊張感を保
ちつつ、青年部会の発展に貢献できるよう全力で取り組んで参る所存ですので、御支援、
御協力の程、宜しくお願い致します。
　さて、今や財政健全化の厳しい時代の中、少子高齢化の進展による社会保障給付費の
増加が深刻であります。いわゆる「2025年問題」によって、特に医療・介護への支出が
今後大きく増加することが予測されています。それに伴い、税制改革や消費税率の改定
と年々急速に変化している中、我々は、やはりいつの時代であっても、税のオピニオン
リーダーとして企業の発展を支援し、地域の振興に寄与し、国と社会の繁栄に貢献する
団体でなければならないと思っております。
　特に子供たちに税の大切さ、使い道を伝える租税教育活動や税知識の普及、納税意識
の高揚など地域社会貢献事業に常に取り組んでいかなければならないと思っております。
　今年度、法人会青年部会としては、様々な社会貢献事業を計画・展開している訳ですが、今年度のスローガン・
テーマとして「人をつなぐ」といったスローガンで実施して頂きたいと思っております。清川前会長の「人を想う」
から「人をつなぐ」へ。「想い」は思いやり・おもてなしといった思いから、「つなぐ」は交流・対話といった行動
へと様々な事業を構築していきたいと思っています。今後、福井県においては、2018年開催の福井国体、六年後の
北陸新幹線敦賀延伸、並びに中部縦貫自動車道の県内全線開通により国内外の多くの人の交流が生まれます。そし
て人との交流・対話の中で友情が生まれ多くのビジネスチャンス・モデルが形成されるとともに新たな雇用が生み
出され、企業の発展・地域の活性化に繋がるものだと思っております。この契機の全てをチャンスと捉え、我々は
地域社会の貢献と企業の繁栄に挑んでいかなければならないと思っております。
　また今年は、十月五日に法人会の全国大会が福井の地にて開催されます。多くの会員、メンバーをおもてなしの心
で迎え、交流・対話していきたいと思っております。まずは、メンバーの皆様の参加・参画を宜しくお願い致します。
　最後になりますが、事業に対する御支援、御協力をお願いするとともに、会員の皆様方の御健勝と御繁栄を心か
ら祈念しまして、会長就任の言葉とさせて頂きます。
　二年間どうぞ宜しくお願い致します。

　　平成29年 1 月21日（土）に福井フェニックスプラザ大ホールにて、「親子ふれあいステージ・税金クイズ」が盛大
に開催されました。約800人の小学生とその父母らが参加され会場は大いに盛り上がりました。
　この事業は租税教育の一環としての活動であり、子供たちに税金の仕組みや大切さをわかりやすく理解してもら
うために毎年開催されています。今年度の親子ふれあい事業は、清川会長の挨拶に始まり、租税教育アニメ「けん
たくんの大冒険」を上映したあと、青年部会が企画運営する「税金ク
イズ」が行われました。税に関する○×クイズを出題し、子供たちと
楽しく学びました。福井税務署の税金博士が解答を分かりやすく説明
し、国税庁のオリジナルキャラクターであるイータ君も一緒にステー
ジを盛り上げました。
　そのあと井上あずみさんのファミリーコンサートが開催され、最後
はステージ上にたくさんの子供たちがあがってみんなで大合唱し、と
ても盛り上がった親子ふれあい事業となりました。	 （明石）

青年部会だより

税金教室

新会長就任ごあいさつ

親子ふれあいステージ・税金クイズ

第17代会長　西田 康蔵
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　公益社団法人福井法人会女性部会会長を仰せつかりました吉本陽子でございます。
　私は、一昨年から部会長を務めさせていただき、今期も引き続きご信任を賜りました
ことは誠に光栄であり、皆様方のご期待に沿って重責を担うことができますよう一層の
精進に努める覚悟でございます。
　一昨年に部会長を仰せつかりました後、福井法人会の皆様をはじめ関係機関のご指導
を賜ると共に、女性部会会員の皆様方のご理解とご支援をいただき、大過なく職責を担
うことができましたことに感謝を申し上げます。
　誠にありがとうございました。
　さて、平成29年度は、北陸新幹線の県内整備事業、JR福井駅西口再開発整備事業、中
部縦貫道整備事業、国道 8号線バイパス整備事業、「福井しあわせ元気国体」の開催整備
事業等が予定されています。
　私は、最近のテレビの全国放送で「福井県が取り上げられることが際立って来た。」と感じています。
　新聞、テレビのみならず、専門誌や情報誌の紙面で福井県の食
文化、観光文化、教育文化等々が報じられる機会がめっきり増え、
全国に発信される福井の情報によって認知度が高まり、「郷土ふく
いの発展」の発展に繋がっていると実感いたしております。
　また、女性の活躍が「政治、経済、文化」のいずれにあっても
数多く示されつつあることも皆様方におかれましてご存じのとお
りでございます。
　当女性部会は、女性ならではの視点から「よき経営者をめざす
ものの団体である法人会の基本方針に則し、納税意識の向上と企
業経営および社会の健全な発展に貢献すること」を目指していま
す。
　さらに、女性の持つ創造性と活動力をもって、会員自ら参加し、
税制・経済・経営の研究と自己啓発をはかり、且つ会員相互の親
睦を通じて親会の事業運営に積極的に参加して参ります。
　今年度におきましても、通年行事であります「税に関する絵は

がきコンクール」「福井マラソン給水ボランティア」等の諸活動を
継続して参ります。
　さらに、「税務署長との懇談会」「各種講習会、研修会」等を開
催いたし、より一層の研鑽を重ねて参りたいと考えております。
　何れにいたしましても、これらのことにつきましては、福井税
務署ご当局、親会、青年部会、役員各員のご指導とご高配を賜り
つつ、当女性部会の皆様方お一人お一人のご理解とご協力、ご支
援を切にお願いを申し上げる次第でございます。
　私は、福井法人会関係各位のご指導と皆様方のご支援、ご協力
を賜り、女性部会長職の重責を果たせるよう緊張感を持って懸命
誠実に努めて参りますので、女性部会発展に向けて引き続きお力
添え賜りますよう心からお願いを申し上げ、ご挨拶に代えさせて
いただきます。

女性部会だより
女性部会会長就任のご挨拶

女性部会長　吉本 陽子
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「消費税の軽減税率制度」について 
 

 消費税の軽減税率制度は、消費税率引上げに伴い、低所得者に配慮す

る観点から、平成 31 年 10 月 1 日より「酒類・外食を除く飲食料品」

及び「定期購読契約が締結された週２ 回以上発行される新聞」を対象に

実施されます。軽減税率対象品目の税率は 8 ％（国 6.24%、地方 

1.76%）となっています（標準税率は 10%（国 7.8%、地方 2.2%））。 

 

  



税務署からのメッセージ
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 なお、複数の税率が適用される制度の下で適正な課税を確保するため、 

平成 35 年 10 月から、適格請求書等保存方式（いわゆる「インボイス 

制度」）が導入されます。 

 また、それまでの経過措置として、平成 31 年 10 月から 4 年間は 

事業者の準備など執行可能性に配慮して、簡素な方法（区分記載請求書 

等保存方式及び税額計算の特例）とします。 

 

 

軽減税率制度説明会 開催日程一覧表 
 

開催日時 
開催場所 定員 主催者 連絡先 

日 時間 

H29.10.24 

（火） 

10:00～ 

11:20 

春山 1-1-54 

福井春山合同庁舎 

（４Ｆ大会議室） 

各48名 福井税務署 福井税務署 

法人課税第一部門 

(0776-20-0145 

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)) 

14:00～ 

15:20 

H29.10.25 

（水） 

10:00～ 

11:20 

14:00～ 

15:20 

お越しの際は駐車場狭あいにつき、公共交通機関のご利用をお願いい

たします。 

また、説明会では福井商工会議所による「軽減税率対策補助金」につ

いての説明も行う予定です。 



の
福井県連 活動状況

第５回定時総会の開催

正副会長・委員長名簿

　公益社団法人福井県法人会連合会は平成29年５月17日、ザ・グランユアーズフクイ「天山の間」

で、第5回定時総会を開催した。

　当日は金沢国税局の課税部長、法人課税課長、福井県総務部税務課長（福井県知事代理）及び福

井税務署長等多数の来賓が出席した。

　総会では、平成28年度収支決算が承認され、理事会承認事項

である平成28年度事業報告や平成29年度事業計画、収支予算が

報告された。

　また、今年は役員改選の時期であり理事の選任を決議した。

　さらに総会終了後において、臨時理事会を開催し代表理事及び

業務執行理事を選定した。長年に亘って法人会の事業にご尽力を

いただいた清川忠氏に、伊東新会長より感謝状の贈呈を行った。

　総会後の記念講演会では、株式会社アルフィナンツ代表取締

役・経済アナリストの田嶋智太郎氏による「甦る！日本経済　輝

ける！中小企業」と題した講演が行われた。

役　職　名 法人会名 氏    　名 法　　人　　名
会　　　長 福　井 伊　東　忠　昭 （株）福井銀行
副　会　長 敦　賀 家　髙　伊知郎 （株）エフレ

〃 南　越 米　岡　房　直 武生青果（株）
〃 小　浜 芝　田　清　邦 京福コンサルタント（株）
〃 奥　越 小　泉　信太郎 松文産業（株）
〃 坂　井 出　口　隆　弘 （株）エクシート
〃 福　井 八　木　誠一郎 フクビ化学工業（株）

総務委員長 福　井 熊　澤　喜八郎 熊澤商事（株）
組織委員長 奥　越 阿　部　光　郎 （株）エビヤ書店
税制委員長 坂　井 井　伊　重　憲 （株）丸井工業
広報委員長 小　浜 平　田　寛　明 （有）平田木材店
研修委員長 敦　賀 西　部　孝　希 大洋自動車工業（株）
厚生委員長 南　越 上　木　雅　晴 （株）ウエキグミ
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　平成29年度においても“春の交通安全キャンペーン～子どもを交通事故から守ろう～”を

スローガンにした「交通安全ひよこ手帳」運動に協賛している。この交通安全キャンペーンは、

お子様の交通安全意識の高揚と、独り歩きを始められたお子様の交通安全を願い、福井県下の

新入学児童6,890名全員に「ひよこ手帳」を配布している。今年の贈呈式は、県下入学式に

合わせて４月６日（木）に行われた。

　また、この手帳には「交通事故損害保険」が付いている。

　この協賛事業も今年で17年目になり、学校関係者からは非常に喜ばれている。

「ひよこ手帳」運動に協賛

本年も「税金クイズ」を実施

　税に関心を持ってもらうため、

三者択一の「税金クイズ」を“法

人会CUP 2017 Ｕ-12福井県少

年サッカー大会”及び“中学女子

駅伝＆わんぱく駅伝”に出場した

選手に実施している。このクイズ

の全問正解者には図書カードを渡

しており、非常に好評で毎年応募

者が増加している。

問題用紙 回答用紙
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法　人　名 業　　　種 支　部　名

荒井設備産業（株） 管工事業 足　　　　羽

（一財）あんしん財団北陸支局 特定保険業 中　　　　央

（株）ＫＥＮＪＩ 不動産業 森田河合川西

（株）ゴールド サービス業 和　　　　田

（有）コスモ超音波研究所 洗浄機製造販売 東　　　　部

三和システム（株） 電気工事業 東　　　　部

ジオミックス（株） 建設業 啓 蒙 円 山

（株）紫苑 葬祭業 啓 蒙 円 山

社会福祉法人ゆりかご保育園 保育所 明　　　　新

ＺＥＲＯ（株） 精密機械製造販売 麻 　 生 　 津

社会福祉法人竹里会 認定こども園 和　　　　田

中央不動産販売（株） 不動産業 中　　　　央

（株）日本旅行ワールド 旅行業 日 　 之 　 出

橋本樹脂工業（有） 樹脂化工業 啓 蒙 円 山

福井中央観光（株） 一般貸切自動車運送事業 森田河合川西

（有）堀江商店 飲食業 社

吉水不動産（株） 不動産 中　　　　央

（有）ワコー不動産販売 不動産取引業 社

新入会員名簿
（平成29年1〜7月）
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〒910-0023
福井県福井市順化 1-21-1　ニッセイ福井ビル 5Ｆ
TEL.0776-28-0141　FAX.0776-28-0140

（受付時間：午前 9 時から午後 5 時まで 土・日・祝日・年末年始を除く）

福井支店
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